
なぜ日本はIT化／デジタル化で

世界に遅れているか？

～ DXの有効な取り組みは何か？～
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DX：現場でなにが起こっているか？

どうする
DX

ホンネは 「どうしよう」「どうしたら」 では？
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そもそも、DXって何？

クラウド

アナリティクス

ソーシャル技術

ビックデータ

モビリティ

顧客・市場
［外部エコシステム］

第3のプラットフォーム

組織､文化､従業員
［内部エコシステム］

製品、サービス、ビジネスモデル

開発

企業

顧客
エクスペリエンス

製品､サービス
ビジネスモデル

組織、プロセス
企業文化、風土

ネット、リアル

デジタル技術によるシステムの刷新･改訂

DX：データとデジタル技術を活用した プロセス変革

変革の対象

競争優位の実現
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業務のDXは進んでいますか？
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簡単に言うと ・・・

•  経営者も､ 役員も、部次課長も、

そして、現場の担当者も ・・・

まだ､十分考えていない！
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DX：現場でなにが起こっているか？

•  まずは「認識の壁」「判断の壁」「納得の壁」を乗り越える！

✓ “変革の必要性” “何をするか（具体性）” “実現可能性”
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トヨタ生産方式（TPS）的には？

• 自工程完結の進め方 （スタッフ部門）

(1)  DX の目的、目標 の正しさの確認

(2)  目的・目標達成のためのプロセス設計

(3)  各プロセスの要素作業レベルの細分化

(4)  要素作業への良品条件の紐付け

(5) 各プロセス完了時の判断基準の設定

「段取りの原点」 に立ち戻る

必要性

具体性

実現可能性
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▪ 問題 ＝ 目標（DX:最終目標）－ 現状（業務プロセス）

• 目標と現状とのギャップ（問題） ＝ DX（解決手段）

✓   何を最終的に達成したいかが決まらなければ問題は定義できない

✓   問題がわかれば､半分解けたも同然である

DXは目標を達成する｢手段｣

目 標

現状

ギャップ
デジタル技術が活用できない

FAX／紙がありデジタル化できない

他部署と協力しない

業務知識が定式化されない

DXに対するモチベーションが低い

現状業務が忙しく対応できない

デジタル技術の知識が足りない

目標： DXによるデジタル企業の実現

現 状

問

題

目標を定義するより
現状を把握する方が
はるかに難しい
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解決の糸口を見つける

▪ 解決の糸口 ＝ ｢変える｣ 方法

• 「変える」とは？

✓  ｢何を変えるか？｣｢何に変えるか？｣｢どうやって変えるか？｣

✓ ｢変える｣ ことに対して､必ず大きな抵抗が現れる

▪ 抵抗の6階層： ｢認識の壁｣｢判断の壁｣｢納得の壁｣

• 問題を問題だと思っていない ･･･「そんな事どうでもよくない？」

• 解決策の方向性に同意できない ･･･「今のやり方でいいのでは？」

• 解決策が問題を解決できると思わない ･･･「それじゃ解決できないのでは？」

• 解決策を実施すると問題が生じる ･･･「それすると○○が起きるのでは？」

• 解決策を実施する障害が生じる ･･･「△△があるのから無理では？」

• その結果起こる未知のことへの恐怖 ･･･「××が起きそうで怖い
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７つのレベルの思考・実践

参考：田坂広志, 知性を磨く 「スーパージェネラリスト」の時代, 光文社, 2014

思想

ビジョン

志

戦略

戦術

技術

現場

・ 社会はどこへ向かうのかか？

・ どのような変化が起きるか？

・ どのような未来を実現するか？

・ 目標を柔軟にどう達成するか？

・ 今の状況をどう展開させるか？

・ どんな技術が必要か？

・ 現状のプロセス、問題点は？

トップ
マネジメント

担当者

徹底して

具体的に
考える
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最後に

対応は遅いが､遅すぎることはない！

どうするDX

まだ間に合う！
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